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　　ユーザーとスタッフの広場

　令和 7 年度 機構長賞・KEK 技術賞　物構
　研から多数の受賞者

物構研トピックス
2026 年 1月 22 日

　令和 7年度の機構長賞および KEK 技術賞の表彰式が，1
月 7日，KEKつくばキャンパス小林ホールにおいて開催
されました。機構長賞は今年度から新たに設けられた表彰
制度で，「研究活性化表彰」と「機構運営高度化表彰」の
二部門から構成されています。
　機構運営高度化表彰は，基盤技術や装置の改善，省エネ
ルギー化，さらには先進的な工夫や挑戦を通じて KEK の
運営の高度化に貢献した職員に授与されるもので，物構研
から 3 人の職員が選ばれました。研究活性化表彰は，外部
資金の獲得を通じて KEK の研究活動の発展および持続的
な研究基盤の強化に貢献した取り組みを称えるもので，物
構研から 8 人が選ばれました。また，歴史ある KEK 技術
賞は，特に有益な発明や開発，または改良を行った技術職
員の功績を称える賞であり，本年度は機構全体で 4人の職
員が選ばれました。

持続可能な運営戦略への取り組みが機構運営高度化表彰を
受賞
　機構運営高度化表彰は，物構研の本田孝志助教，大下 
英敏専門技師，大友季哉教授が受賞しました。 本田氏ら
は J-PARC の物質・生命科学実験施設（MLF）で「サイエ
ンスダイバーシティの推進」を掲げ，高強度中性子全散乱
装置（NOVA）の多目的化と研究を通じて，業務の効率化
や合理化を進めるとともに，特定の担当者に頼らない「脱・
属人化」という新しい観点を取り入れたグループ活動を展
開し，その成果が評価されました。
　幅広いサイエンスの知見（ナリッジ）がビームラインに
集約されている現状を有効に活用するため，ユーザー調査
からニーズを可視化すると同時に，脱・属人化を実現する
基盤構築を行いました。実験環境を拡充するにあたり，装
置の導入コストだけでなく，維持コストや専門知識を持つ
メンテナンス人材の確保が大きな課題となります。本田氏
らはこの課題を他部署間連携によって解決し，稼働率の低
い共用機器を利用すると同時に，人財不足を補完すること
に成功しています。
　現在はニーズの可視化から新しい実験環境の導入に至る
プロセスが定着し，DX（デジタルトランスフォーメーシ
ョン）とデータ利活用によるビームライン運営の最適化基
盤が整っており，蓄積されたナリッジをもとにした新しい
学術創成のフェーズに移行しています。本田氏は，ユーザ
ーだけでなく施設内の多様な人々とのコミュニケーション
を密に取ることで，様々な視点から課題解決の糸口が見つ
かることの大切さを強調しています。
　受賞に際し，本田氏は「この度は栄えある賞をいただき，
身の引き締まる思いです。われわれ NOVA は，ユーザー
ニーズの可視化から迅速な実験環境の導入に至るプロセス
を確立し，DX とデータ利活用による運営の最適化基盤を
構築してきました。脱・属人化を実現したこの強固な基盤
は，一つの完成形に到達したと考えています。現在，蓄積
された幅広い科学分野のナリッジをもとに，イノベーショ
ンを加速させる『新しい学術分野創成』のフェーズへと移
行しています。今後も分野の動向を先読みし，科学分野に
一石を投じていく所存です」と意気込みを語りました。

研究活性化表彰・KEK 技術賞の受賞者
　研究活性化表彰では，物構研から伊藤晋一教授，梅垣い
づみ助教，大友季哉教授，木村正雄教授，下村浩一郎特別
教授，千田俊哉教授，永谷幸則特別准教授，望月出海助教
の 8人が受賞しました。機構全体では 27人が受賞してい
ます。
　また，KEK 技術賞は「ラジオクロミックフィルム」を
使って加速器の放射線量を測定する方法を提案するととも
に，そのキャリブレーション（基準となる標準器と比較し
て誤差を測定し，調整・補正する作業）方法を確立し，こ

KEK技術賞を受賞した田中窓香技師（一番左），塩澤真未准技師
（左から 3人目）。

授賞式で挨拶をする塩澤真未准技師。
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れらによって，解析作業の迅速簡素化とコスト削減を成し
遂げた加速器 6 系の塩澤真未准技師，田中窓香技師，加速
器 5系の設樂暁技術員，カナダの国立素粒子原子核物理
研究所（TRIUMF）で行われている TUCAN国際共同実験
で使用する大強度超冷中性子源用極低温熱交換器の製作を
し，超冷中性子生成の成功に導いた功績が評価された機械
工学センターの牛谷唯人准技師の 4 人が受賞しました。

　PF トピックス一覧（10 月～ 1 月）

　PFのホームページ（https://www2.kek.jp/imss/pf/）では，
PFに関係する研究成果やイベント，トピックスなどを順
次掲載しています。各トピックスの詳細は PFホームペー
ジをご覧下さい。

2025年
10.23 【プレスリリース】　p波磁性体と呼ばれる新しいタ

イプの磁性体を実現　電流を用いた高効率な磁化
制御などへ期待

10.31 【KEKトピックス】　KEK一般公開 2025を開催し
ました　来場者 5000人を超え SNSでも反響

11.13 【物構研トピックス】　つくば駅前特設展示「POP 
into サイエンス」リニューアルしました

11.17 【物構研トピックス】　「開発研究多機能ビームライ
ン BL-11A, -11B完成報告会」を開催

11.21 【物構研トピックス】　第 6回アジア・オセアニア
放射光科学フォーラムスクール（AOFSRR School 
2025）を開催しました

12.11 【プレスリリース】結晶のひずみを抑えて超伝導を
発現　薄膜界面における整数比の格子整合を介し
た物性制御

12.17 【KEKトピックス】　中野クリエイティブ祭 2025に
参加しました

12.22 【プレスリリース】　コンデンサー極板間の変位電
流密度の周波数依存性が明らかに　電磁波が発生
する仕組みの誤解を解く

2026年
1.15 【プレスリリース】　海洋下のマントルに由来する

岩石中に有機物を発見　上部マントル中での生物
が関与しない有機物合成の証拠

1.15 【物構研トピックス】　第 1回 ISSP-IMSS研究会を
開催－物質・生命科学研究の新展開に向けた連携
強化－

1.19 【プレスリリース】　氷のような乱れによって電子
のスピンが低い温度でも揺らいでいる状態を発見
　電子スピンがもつれながら揺らぐ機構の解明に
期待

1.22 【物構研トピックス】　令和 7年度機構長賞・KEK
技術賞　物構研から多数の受賞者

1.27 【トピックス】【ARLハイライト】　放射光施設トン
ネル内の放射線強度を観察可能な 1 m級中型ロボ
ットを開発

1.27 【物構研トピックス】　【茨城高専】第 36回日本化
学会関東支部茨城地区研究交流会　本校学生が優
秀発表賞を受賞！


